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■
議
案
第
36
号　

小
松
市
病
院
事
業
の
設

置
並
び
に
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

　

平
成
19
年
1
月
に
南
加
賀
地
区
唯
一
の

地
域
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
の
指
定
を

受
け
、
今
年
4
月
か
ら
は
血
液
内
科
の
常

勤
医
師
1
名
の
着
任
に
よ
り
、
非
常
勤
の

医
師
と
合
わ
せ
2
名
体
制
に
な
っ
た
こ
と

か
ら
、
新
た
に
血
液
内
科
を
診
療
科
に
加

え
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
神
経
内
科
を
脳

神
経
内
科
に
名
称
変
更
し
、
脳
・
神
経
の

疾
患
を
内
科
的
専
門
知
識
と
技
術
を
も
っ

て
診
療
す
る
診
療
科
で
あ
る
こ
と
を
分
か

り
や
す
く
す
る
も
の
で
す
。

■
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
に
つ
い
て

　

市
で
は
災
害
時
の
安
否
確
認
や
避
難
誘

導
等
を
効
果
的
に
進
め
る
た
め
、
支
援
が

必
要
な
方
の
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
を

備
え
て
お
り
、
要
支
援
者
本
人
の
同
意
を

得
て
、
平
常
時
か
ら
民
生
委
員
や
自
主
防

災
組
織
等
の
避
難
支
援
に
関
わ
る
方
に
名

簿
の
情
報
を
提
供
し
、
避
難
訓
練
や
見
守

り
等
に
活
用
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

名
簿
登
録
の
必
要
が
あ
る
対
象
者
８
、

９
８
１
人
の
う
ち
、
約
５
、
０
０
０
人
の
方

は
未
登
録
の
状
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。
各

町
で
行
う
避
難
訓
練
は
、
こ
の
避
難
行
動

要
支
援
者
名
簿
を
も
と
に
訓
練
を
し
て
い

ま
す
。
支
援
が
必
要
な
方
で
あ
っ
て
も
未

登
録
の
状
態
で
は
、
災
害
時
に
適
切
な
支

援
が
出
来
な
い
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
名
簿

の
登
録
へ
の
呼
び
か
け
や
活
用
に
つ
い
て

配
慮
を
求
め
る
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対

応
に
つ
い
て

　

小
松
市
の
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

の
接
種
券
に
つ
い
て
は
年
齢
層
別
の
段
階

に
分
け
6
月
下
旬
か
ら
順
次
発
送
し
て
い

る
と
の
こ
と
で
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
は
個
々
の
判
断

で
接
種
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
児

童
、
生
徒
の
学
校
で
の
集
団
接
種
は
現
在

の
と
こ
ろ
実
施
さ
れ
な
い
と
の
こ
と
で
あ

り
、
今
後
の
国
か
ら
の
通
知
に
よ
り
判
断

を
し
て
い
く
と
の
こ
と
で
す
。
ま
た
、
ワ

ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
根
拠
の
な
い
デ
マ

や
噂
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
情
報
を
正
し
く

受
け
ら
れ
る
よ
う
広
報
を
行
っ
て
ほ
し
い

と
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

■
議
案
第
28
号　

工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て

　

矢
田
野
小
学
校
に
つ
い
て
、
屋
上
防
水

や
外
壁
塗
装
、
各
教
室
の
内
部
改
修
等
校

舎
全
面
の
改
修
工
事
を
実
施
す
る
も
の
で

す
。

　

子
供
た
ち
が
２
学
期
か
ら
通
常
通
り
学

校
生
活
を
始
め
ら
れ
る
よ
う
、
安
全
面
や

騒
音
等
の
影
響
を
考
慮
し
、
工
事
を
進
め

る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

■
議
案
第
34
号　

市
長
の
退
職
手
当
の
特

例
に
関
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

現
市
長
の
現
任
期
に
係
る
退
職
手
当
に

つ
い
て
、
支
給
し
な
い
こ
と
と
す
る
特
例

措
置
の
条
例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。
退

職
金
の
額
を
ゼ
ロ
と
す
る
こ
と
で
施
策
の

実
現
に
向
け
て
財
源
の
一
部
と
す
る
こ
と
、

ま
た
、
そ
れ
に
対
す
る
覚
悟
を
示
す
た
め

に
提
案
す
る
も
の
で
す
。

　

退
職
手
当
は
任
期
満
了
後
な
の
で
、
任
期

後
半
の
条
例
提
出
で
も
い
い
の
で
は
な
い
か

と
い
っ
た
意
見
や
、
現
市
長
に
限
っ
て
の
条

例
で
あ
り
、
市
長
の
考
え
を
尊
重
す
べ
き
で

は
な
い
か
と
い
っ
た
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

■
令
和
３
年
６
月
実
施
小
松
市
職
員
採
用

候
補
者
試
験
申
込
状
況
に
つ
い
て

　

全
職
種
で
の
採
用
予
定
人
数
は
40
人

程
度
で
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
申
込
者
は

１
１
２
人
、
受
験
者
数
が
１
０
０
人
で
あ

り
ま
し
た
。
し
か
し
看
護
師
が
採
用
予
定

人
数
16
人
に
対
し
て
７
人
の
申
込
み
で
あ

り
、
近
隣
病
院
の
採
用
数
拡
大
等
が
影
響

し
て
い
る
状
況
で
す
。

　

看
護
師
に
つ
い
て
は
、
秋
に
も
試
験
を

実
施
す
る
等
人
員
の
確
保
に
努
め
て
い
き

た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

■
令
和
２
年
度
市
税
等
の
収
納
状
況
に
つ

い
て

　

令
和
２
年
度
の
市
税
の
収
納
率
は
、
現

年
課
税
分
で
は
98
・
21
％
、
令
和
元
年
度

以
前
に
課
税
さ
れ
た
分
を
表
す
滞
納
繰
越

分
で
は
21
・
09
％
と
の
こ
と
で
す
。

　

納
税
の
利
便
性
向
上
に
努
め
、
平
成
30

年
度
に
は
過
去
最
高
の
99
・
36
％
と
高
い

収
納
率
に
達
し
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
減
少
し
て
お
り
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
早
期
終

息
に
期
待
す
る
も
の
で
す
。

■
議
案
第
43
号　

工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て

　

江
指
町
地
内
の
松
東
み
ど
り
学
園
隣
接

地
に
、
令
和
４
年
度
開
園
予
定
の
こ
ど

も
園
新
設
に
か
か
る
建
築
工
事
一
式
を

２
億
５
、
７
４
０
万
円
で
請
負
契
約
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
す
。
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■
議
案
第
41
号　

小
松
市
高
齢
者
、
障
害

者
等
の
移
動
等
の
円
滑
化
の
促
進
に
関

す
る
法
律
施
行
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

　

令
和
２
年
５
月
の
「
高
齢
者
、
障
害
者

等
の
移
動
等
の
円
滑
化
の
促
進
に
関
す
る

法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」（
バ
リ
ア

フ
リ
ー
法
）
の
施
行
に
伴
い
、
本
市
関
連
条

例
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。
今
回
の
改
正

で
、
自
転
車
歩
行
者
専
用
道
路
、
歩
行
者

専
用
道
路
の
有
効
幅
員
の
規
定
の
追
加
等

が
変
更
さ
れ
ま
す
。

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
経
済
対

策
に
つ
い
て

　

今
年
度
申
請
受
付
を
し
て
い
る
経
済
対

策
で
あ
る
事
業
継
承
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
現

経
営
者
か
ら
次
の
後
継
者
に
事
業
継
承
が

あ
る
と
の
想
定
で
開
設
し
た
も
の
で
す
が
、

現
在
ま
で
実
績
が
な
い
の
で
、
制
度
の
見

直
し
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
と
の
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。

■
令
和
３
年
度
K
U
T
A
N
i
s
m
（
ク
タ

ニ
ズ
ム
）
の
開
催
に
つ
い
て

　

K
U
T
A
N
i
s
m
（
ク
タ
ニ
ズ
ム
）
は
、

伝
統
工
芸
「
九
谷
焼
」
の
産
地
で
あ
る
小

松
市
と
能
美
市
が
連
携
し
、
九
谷
焼
の
魅

力
を
発
信
す
る
事
業
で
す
。

　

サ
イ
エ
ン
ス
ヒ
ル
ズ
こ
ま
つ
等
の
会
場

で
は
、
国
立
工
芸
館
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
（
博

物
館
専
門
職
員
）
に
よ
る
特
別
展
等
を
行

い
、
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
は
、
秋
元
雄
史
氏

に
よ
る
九
谷
焼
の
魅
力
を
全
国
配
信
す
る

等
、
リ
ア
ル
と
オ
ン
ラ
イ
ン
両
方
で
九
谷

焼
の
技
と
魅
力
を
発
信
し
ま
す
。

　

九
谷
焼
を
世
界
に
発
信
し
、
地
域
ブ
ラ

ン
ド
力
の
向
上
と
、
販
路
拡
大
に
繋
げ
て

い
く
取
組
で
す
が
、
一
方
で
、
九
谷
焼
が

地
域
住
民
に
日
常
使
い
さ
れ
、
地
域
に
根

差
し
て
い
く
活
動
も
重
要
な
の
で
、
並
行

し
な
が
ら
、
更
に
、
取
組
を
進
め
て
ほ
し

い
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

■
西
町
子
供
歌
舞
伎
の
上
演
に
つ
い
て

　

令
和
３
年
５
月
14
日
か
ら
16
日
に
開
催

を
予
定
し
て
い
た
「
令
和
３
年
お
旅
ま
つ

り
西
町
子
供
歌
舞
伎
」
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
よ
る
県
の
緊
急

事
態
宣
言
を
受
け
、
延
期
と
な
っ
て
い
ま

し
た
が
、
７
月
17
日
に
こ
ま
つ
芸
術
劇
場

う
ら
ら
で
の
上
演
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

昨
年
の
中
止
に
引
き
続
き
２
年
越
し
の

上
演
と
な
る
の
で
、
子
供
た
ち
の
気
持
ち

を
十
分
に
配
慮
し
て
開
催
し
て
ほ
し
い
と

の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
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■
在
日
米
軍
再
編
に
係
る
訓
練
移
転
に

つ
い
て

　

令
和
３
年
度
の
米
軍
再
編
に
係
る
訓

練
移
転
に
つ
い
て
は
、
10
回
程
度
の
実

施
を
目
標
に
計
画
す
る
予
定
と
の
こ
と

で
す
。

　

訓
練
の
実
施
に
つ
い
て
は
、
小
松
市

民
に
と
っ
て
関
心
の
高
い
事
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
今
後
と
も
、
速
や
か
な
情
報

提
供
に
努
め
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

■
Ｆ
ー

35
Ａ
戦
闘
機
の
小
松
基
地
へ
の

配
備
に
つ
い
て

　

先
般
、
６
月
３
日
に
近
畿
中
部
防
衛

局
長
が
本
市
を
訪
れ
、
市
長
に
対
し
Ｆ

ー

35
Ａ
の
小
松
基
地
へ
の
配
備
に
つ
い

て
申
し
入
れ
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
委
員
会
で
は
急
き
ょ
、
６
月
25
日

に
市
議
会
代
表
視
察
団
を
結
成
し
、
６

月
28
日
、
29
日
に
三
沢
市
議
会
、
三
沢

基
地
に
派
遣
す
る
こ
と
を
決
定
し
、
現

地
調
査
を
行
っ
た
ほ
か
、
周
辺
協
と
の

意
見
交
換
会
を
２
度
、
及
び
特
別
委
員

会
を
２
度
開
催
し
、
精
力
的
に
調
査
を

行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
本
委
員
会
で
は
国
防
の

重
要
性
に
鑑
み
、
同
一
町
内
を
分
断
す

る
騒
音
コ
ン
タ
ー
の
見
直
し
や
昭
和
59

年
告
示
後
に
建
設
し
た
住
宅
の
防
音
工

事
を
認
め
る
こ
と
等
、
周
辺
協
の
要
求

が
か
な
う
こ
と
を
条
件
に
今
回
の
配
備

を
受
け
入
れ
る
と
の
結
論
に
達
し
た
も

の
で
す
。

　

国
防
は
国
の
専
権
事
項
で
あ
り
、
近

年
我
が
国
を
取
り
巻
く
国
際
安
全
保
障

環
境
が
一
層
の
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る

こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
今
回
の
Ｆ
ー

35

Ａ
の
小
松
基
地
へ
の
配
備
は
国
防
上
、

重
要
な
政
策
決
定
で
あ
る
こ
と
は
理
解

し
ま
す
。

　

し
か
し
、
国
防
の
実
質
的
負
担
は
基

地
を
抱
え
る
自
治
体
に
か
か
り
、
更
に

基
地
周
辺
住
民
に
は
騒
音
や
飛
行
の
安

全
へ
の
不
安
を
与
え
る
等
、
住
民
生
活

に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

こ
の
現
実
を
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
、

市
長
に
対
し
周
辺
協
で
取
り
ま
と
め
ら

れ
た
要
望
事
項
等
に
つ
い
て
、
国
に
早

期
実
現
を
目
指
す
よ
う
、
強
く
求
め
ま

し
た
。

　

本
委
員
会
と
し
て
も
小
松
基
地
周
辺

の
生
活
環
境
及
び
民
生
安
定
整
備
等
に

つ
い
て
は
特
に
充
分
な
配
慮
を
国
に
求

め
、「
基
地
と
の
共
存
共
栄
・
空
港
周

辺
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
更
に
進
め
て
い

く
所
存
で
す
。
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◆６月定例会の議決結果◆
■全会一致で議決された議案

議案名 議決結果

予算案

（4件）

第30号 令和３年度小松市介護保険事業特別会計補正予算（第１号） 可決

第31号 令和３年度小松市公債管理特別会計補正予算（第１号） 〃

第32号 令和３年度小松市下水道事業会計補正予算（第１号） 〃

第33号 令和３年度国民健康保険小松市民病院事業会計補正予算（第１号） 〃

条例案

（8件）

第34号 市長の退職手当の特例に関する条例について 〃

第35号 小松市税条例の一部を改正する条例について 〃

第36号 小松市病院事業の設置並びに管理条例の一部を改正する条例について 〃

第37号 小松市学習等供用施設等に関する条例の一部を改正する条例について 〃

第38号 小松市未来教育推進基金条例の一部を改正する条例について 〃

第39号 小松市デジタル通信施設条例の一部を改正する条例について 〃

第40号 小松市手数料条例の一部を改正する条例について 〃

第41号
小松市高齢者，障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律施行条例の一部を改
正する条例について

〃

その他議案

（4件）

第28号 工事請負契約について 〃

第42号 専決処分の承認を求めることについて 承認

第43号 工事請負契約について 可決

第44号 固定資産評価員の選任について 同意

議員提出議案

（1件）
第 5 号

大和堆周辺水域における漁船の安全操業の確保及び外国漁船の違法操業に対する取
締りの強化を求める意見書

可決

■賛否が分かれた議案 ○は賛成　×は反対　退は退席　欠は欠席

議　案　名

会派自民 自民党こまつ 無会派

議
決
結
果

灰
田
　
昌
典

杉
林
　
憲
治

表
　
　
靖
二

宮
川
　
吉
男

出
戸
　
清
克

吉
本
慎
太
郎

梅
田
　
利
和

新
田
　
寛
之

東
　
　
浩
一

岡
山
　
晃
宏

竹
田
　
良
平

宮
西
　
健
吉

川
崎
　
順
次

円
地
　
仁
志

二
木
　
　
攻

吉
村
　
範
明

橋
本
　
米
子

片
山
瞬
次
郎

木
下
　
裕
介

南
藤
　
陽
一

吉
田
　
寛
治

予算案

（１件）

第29号　令和３年度小松市一般

会計補正予算（第２号）
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × ○ × ○ ×

修
正
可
決

議員提出議案

（1件）

第6号　子ども政策の充実を求め

る意見書
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 可

決

※高野哲郎議長、南藤陽一副議長は小松市議会運営規約第４条に基づき、会派に所属していません。※高野哲郎議長は、採決には加わりません。

◆７月臨時会の議決結果◆
　7月7日に修正可決された議案第29号については7月9日に市長より再議の申し入れがあり、7月

15日に臨時会が開かれました。

　修正案は採決の結果、2/3の得票数を満たさず否決され、修正前の原案及び議員提出議案第7号

の附帯決議は採決の結果、可決されました。

　再議とは

　地方自治法第176条に基づく手続き。首長は議会が可決した議案に異議があれば、10日以内

に審議をやり直す「再議」を求めることができる。再議後、同じ議案を可決する場合は出席議

員の3分の2以上の賛成が必要となる。

　　※臨時会の詳細については次号（9月1日号）でお知らせします。
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不動産鑑定士 中小企業診断士

社会保険労務士

税理士

行政書士

土地家屋調査士

行政書士

弁護士 弁護士 司法書士

　

澤矢豊伸 竹内広幸 谷口勇一 杉本昌之 中西祐一 三輪哲也 山﨑　豊
TEL0761-21-1122 TEL0761-22-9990 TEL0761-76-5503 TEL0761-24-3633 TEL076-256-5413 TEL0761-43-0848 TEL0761-20-3175

専門家による無料相談会
日時●8月21日㈯ ●9月11日㈯ ●10月16日㈯ ９時～11時30分　会場●小松商工会議所

◆法律◆多重債務◆税金◆登記

◆年金◆会社設立◆相続　等の

ご相談をお気軽に【秘密厳守】

私たちが相談に応じます。

サポートネット

　こんにちは、議会だより編集委員長の東 浩一です。
　今回、議会だよりは発刊２００号を迎えました。昭和４８年7月
１５日第１号が発刊され、５０号、１００号、１５０号と、その時々
の市政に係わる議決を、議場での議員と市執行部の議論を編集し、
誌面を通して市民の皆様にお伝えしております。
　今も続くコロナ禍は、リモートワーク、テイクアウト、家飲み、
巣籠需要等の言葉を生み、ライフスタイルまでを変えつつあります

が、乗り越えて行きましょう。
　議会以外の各委員会でも議論が交わされ、時には、喧喧諤諤な議論や、互いの
立場でエールを送る事等もありますが、小松の未来に向けた思いは同じです。
　今後も議会としての情報を載せ、発刊してまいります。 (東　浩一)

議会だより編集委員会

委員長　　東　　浩一

副委員長　岡山　晃宏

委　員　　竹田　良平

　　　　　吉田　寛治

　　　　　吉村　範明

　　　　　吉本慎太郎

【問い合わせ】議会事務局  ☎0761-24-8138 「小松市イメージキャラクター  カブッキー」

要チ
ェ
ッ
ク
！

☆議会傍聴

☆テレビ小松

☆ホームページ（議会生中継、録画配信）

https://www.city.komatsu.lg.jp/citycouncil/index.html

９月定例会の日程は、ホーム

ページやお茶の間ガイドで

お知らせしますので、ご確認

ください。
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